
老人スポーツ大会

８月３日（水）、農業者トレーニングセ

ンターにおいて老人スポーツ大会が行われ

ました。

村内８つの老人クラブ連合会員が参加

し、熱戦を繰り広げました。
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むらのできごとあれこ

れ
子ども会リーダー研修会
７月27 ・ 28日の２日間の日程で子ども会リー

ダー研修に、小・中学生合わせて33名が参加し行

われました。

今回は雨天のため、初日に当初予定していた黒

滝へのハイキングを変更し、浅虫水族館へ行きま

した。

また、２日目は天気が良く蓬田漁港で魚釣り体

験をし、参加者は有意義な２日間を過ごしていま

した。

海まつり
８月７日（日）、玉松海水浴場でたままつ

海まつりが開催されました。

今年は、ラムネ早飲みがなくなり、代わり

に村の特産品である桃太郎トマトを使い、ト

マト早食いと、トマトジュース早飲みが行わ

れ、たくさんの人が参加しました。

また、絶好の海水浴日よりとなったこの日、

沢山の家族連れでにぎわいました。

むらのできことあれこれ　2



平成17 年度成人式
８月14日（日）、新成人の門出を祝う平成17年度成人式が、ふるさと総合センターにおいて行われ

ました。

今年度は昭和60年４月２日から昭和61年４月１日生まれの45名が大人の仲間入りをしました。

山本博国さんと津島亜佑美さんが新成人を代表して、誓いの言葉を述べ、坂本香織さんと新成人全

員で「成人の誓い」を斉唱し、式を閉じました。

この後の懇親会では、小・中学校時代のビデオが上映されたり、お世話になった先生方や友人と久

しぶりの再会を懐かしんでいました。

ビーチバレー大会
７月23 ・ 24日の２日間玉松海水浴場でビーチバレー

ボール大会が開催されました。今回はアマチュアブ

ロックとシニア・女子ブロック合わせて48チームと昨

年よりも参加チームが上回りました。

この日は、昨年同様天気がよく暑かったものの好プ

レーの連続で観客から歓声がわいていました。

戦没者慰霊祭

８月19日（金）、ふるさと総合センターにおいて遺

族、来賓、関係者約100名参列のもと、戦没者慰霊祭

が行われました。

古川正隆村長が村政の現状と平和を祈り、祭文を奉

呈し、坂本増吉村遺族会長より祭詞の奉呈がありまし

た。

また、村内有志女性による御詠歌が流れ、最後に、

参列者が焼香を行い、肉親の霊を慰め、平和への誓い

を新たにしました。

むらのできごとあれこれ3



毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
元
気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
、
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
は
年
々
増
加
し
続
け

て
お
り
ま
す
。
介
護
が
必
要
と
な
る
主

な
原
因
は
、
脳
卒
中
や
痴
呆
等
い
ろ
い

ろ
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
「
転
倒
に
よ
る

骨
折
」
も
非
常
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

転
倒
・
骨
折
の
理
由
の
一
つ
に
、

老
化
に
よ
る
「
筋
力
の
低
下
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
筋
力
が
弱
ま
る
と
、
自
分

の
体
を
う
ま
く
支
え
ら
れ
ず
住
み
慣
れ

た
家
の
中
や
平
ら
な
道
で
転
倒
し
、
骨

折
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
な
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

事
前
に
転
倒
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
事
で

転
倒
は
未
然
に
防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。

筋
力
ア
ッ
プ
を
含
め
た
転
倒
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
（

ツ
ラ
ツ
と
し
た

日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
情
報
便

▼
転
倒
予
防
に
つ
い
て

２. 運動をしよう

運動で筋肉をつける事は転倒予

防にはかかせません。適度な運動で

転ばぬ体力づくりをしていきましょ

う。こまめに体を動かす事も大切で

す。

４. 履き物に注意しましょう

室内でのスリッパや靴下はすべり

どめのついたものを選びましょう。

外で履く靴は、しっかり足にフィッ

トし靴底には滑りどめのついている

ものを選びましょう。

６. いつも気を引きしめよう

自分で思っているよりも足は意外

に上がっていないものです。階段や

段差のある所は特に気を引きしめま

しょう。手すりのある所では、すぐ

につかめるようにそばを歩くように

しましょう。

転
倒
予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

転
倒
予
防
に
は
、
筋
力
ア
ッ
プ
と
と
も
に
日
常
生
活
に
ひ
そ
む
た
く
さ
ん
の
「
転
ぶ
原
因
」
を
改
善
し
て
い
く
事
も
大
切
で
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
転
倒
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
具
体
的
な
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
関
係
で
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
別
の
機
会
に
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１. バランスのとれた栄養をとろう

変化にとんだバランスのよい食生

活を送りましょう。特に骨がもろく

なる病気「骨粗鬆症」の予防にカル

シウムはしっかりととりましょう。

３. 整理 整頓 を心 がけ ましょう

ちらかっか部屋には転倒する原因

がたくさん。新聞をぶんですべった

り、物をよけようとして転んだり、

コンセントに足を引っかけたりしま

す。部屋はいつも整理整頓されてい

るようにしましょう。

５. 室内の 安全対策 をし よう

マットやじ ゅうたんの端は足 を引

っかけやすいので固定する等の処理

をしましょう。階段 には滑 り止めや

手すり、室内の段差 にはあて木をす

る等の対策をしましょう。夜には足も

とに照明をつける等工夫をしましょう。

健康情報便 ４



児童川柳ペンシル

おかじょうき

川柳社

八戸

むさしさん

選 評

天位　句から、魚をじっと見

ている怜奈さんが見えて来

ます。じっくり観察するこ

とは大事です。

地位 「星の海」を見つけた

沙織さんの勝ちです。おめ

でとう。

人位　いわし雲を見て、本当

のいわしをそこに見てしま

う正孝くんがすばらしい。

「 たいり ょ う だけ れどう み

ではとむらい だ」という 句 が

あり ました が、入選にし ませ

ん でした。ｲ乍者は知らな いと

思い ます が、内 容があ まり に

も有 名な詩と同 じだっ たから

で す。「 う みの な かおど っ て

いるよよ るの かげ」という い

い句 があ りまし たが、題の 魚

と離れすぎてい まし た。

☆
地
位
　

星
の
海
魚
の

よ
う
に
泳

ぎ
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５

年
　

坂
　

本
　

沙
　

織

☆
人

位
　

た
い
ぐ
ん
だ
空

に
大
き

な
い
わ
し
雲
　
　
　
　
　
　
　

６

年
　

細
　

川
　

正
　

孝

●

五
客
　

魚
も
ね
み

ん
な
で
登
校
し

て
る
ん
だ
　
　
　
　
　
　
　

５

年
　

坂
　

本
　

夏
　

美

こ

の
魚
親
父

に
つ
ら

れ
て
皿

の
上
　
　
　
　
　
　
　
　

６

年
　

八
　

戸
　

早
　

織

水

の
中
魚

の
色

は
に
じ
色

だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５

年
　

石
　

坂
　

美
　

樹

魚

は
ね
海
に
す

み
つ
く
よ
う
せ

い
だ
　
　
　
　
　
　
　

５

年
　

細
　

谷
　

樹
　

里

さ
か
な
の
ね
ほ

ね
だ
け

の
こ
し

れ
ん
と

げ
ん
　
　
　
　

１

年
　

木
　

戸
　

桃
　

華

●
佳

作
　

あ

な
た
だ
れ

ぼ
く
は
さ
か

な
だ
こ

ん
に
ち

は
　
　
　
　

３

年
　

寺
　

田
　

美
　

理

う
み

の
な
か

マ
ク
ロ
や
サ

メ
が
せ

ん
そ
う
だ
　
　
　
　

４

年
　

小
　

村
　

害－
　
太

’
さ
か
な
は
ね

い
つ
も

お
よ

い
で

た
び
し
て

る
　
　
　
　

２

年
　

坂
　

本
　

伸
　

二

大
変

だ
魚
が

い
っ
ぱ
い
飛
ん
で

き
た
　
　
　
　
　
　
　

６

年
　

三
　

上
　

雅
　

隼

い
わ
し

た

べ
い
わ
し

の
と
む
ら

い
す
る
だ

ろ
う
　
　
　

４
年
　

青
　

木
　

譲
　

也

お

さ
か
な
は
ど
ん

な
と
こ
で
も

い
け
そ
う
だ
　
　
　
　

１
年
　

清
　

水
　

康
　

耀

海
の
中

魚
の
世
界

が
あ
る
ん
だ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　

６
年
　

小
　

山
　

智
　

暖

理
科
で

習
っ
た
魚
は

エ
ラ
で
呼
吸

す
る
　
　
　
　
　
　

６
年
　

吉
　

田
　

巧
　

一

魚
は
ね
え

さ
が
ほ
し

く
て
な

い
て
い
る
　
　
　
　
　
　

５
年
　

青
　

木
　

亶
］
　
優

魚
た
ち
み

ん
な
で
協
力

し
合

っ
て
る
　
　
　
　
　
　
　

４
年
　

杉
　

田
　

芽
　

美

と
び
う

お
は
し

ゅ
ぎ

ょ
う

を
つ

め
ば
そ
ら
と

べ
る
　
　

３
年
　

吉
　

田
　

智
　

晃

魚
つ
り
ひ

い
た
ら
長
ぐ

つ
で
て
き
た

よ
　
　
　
　
　
　

５

年
　

青
　

木
　
　
　

和

お

さ

か

な

は

ま

あ

る

い

め

め

で

な

に

み

て

る

天
位

１
年

小

松

怜

奈
さ
ん

９月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時　　間 担　　当

9/4 日 青森県民駅伝競走大会 青　　　 森　　　 市 12 : 00 教 育 委 員 会

５ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30 々

そば打ち研鑚会 ふるさと総合センター 17 : 00 そば打ち研究会

７ 水 陶芸教室 々 ９ 二00 教 育 委 員 会

11 日 そば打ち研鑚会 々 10 : 00 そば打ち研究会

12 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 二30 教 育 委 員 会

14 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

18 日 よもぎた村民祭 々 9 :00 総　　務　　課

19 月 書道教室 中　央　 公　民　館 13 : 30 教 育 委 員 会

21 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

26 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30 々

28 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 々

児童川柳／９月行事予定表5



お 知 ら せ

局報情

自
営
業
・
学
生
・
フ
リ
ー
タ

ー
・
無
職
の
方
な
ど
は
第

言
万

被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
経
済
的
に
納
付
が
困

難
な
場
合
、
保
険
料
を
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
①
法
廷
免
除

障
害
基
礎
年
金
や
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
な
ど
は
、
届
出
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
さ

れ
ま
す
。

②
申
請
免
除

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
を
納
付
で
き
な
い
場
合
、
申

請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料

の
納
付
が
全
額
ま
た
は
半
額
免

除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
半
額
免
除
の
方
は
、

残
り
の
半
額
保
険
料
を
納
め
な

い
と
そ
の
期
間
は
未
納
扱
い
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

③
若
年
者
納
付
猶
予

三
十
歳
未
満
の
方
で
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
付

出
来
な
い
場
合
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付

が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

④
学
生
納
付
特
例

大
学
（
大
学
院
）
　・
短
大
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
期
間
が
一
年
以
上
の
課
程
）

に
在
学
す
る
二
十
歳
以
上
の
方

で
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険

料
を
納
付
で
き
な

い
場
合
、
申

請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険
料

の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

未

納

の

期

間

は

年

金

額

に
反

映
さ

れ

ず
に

受

給
資

格

つ
一
十

五

年
以

上

の
納

付

期

間
）
に
も
加
算
さ
れ
ま
せ

ん
。

し

か
し

、

免

除

や
納
付

猶

予

の
期

間

は
受

給

資

格

に
加

算

さ
れ
ま
す
し
、
免
除
期
間
は
年

金
額
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
免
除
や
納
付
猶
予
期
間
中

は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と

万
が
一
の
ヶ
が
や
病
気
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
・
妻
と
子
を
残

し
て
夫
が
亡
く
な
っ
た
時
の
遺

族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
免
除
や
納
付
猶

予
の
期
間
保
険
料
は
、
十
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
免
除

を
受
け
た
年
度
か
ら
二
年
度
経

過
し
か
保
険
料
に
は
加
算
額
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
）
。

青
森
社
会
保
険
事
務
所

登
0
1
7－
７
３
４
－
7
4
9
0

蟹
田
警
察
署
管
内

で
は
、
昨

年
中
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
と

し

て
三

件

・
約
二

五

〇
万

円

（
う
ち
、
一
件
検
挙
）
発
生
し

て

い
ま
す
。
そ
の
手
口
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

○
身
に
覚
え

の
な
い
架
空
請
求

は
が
き
の
宛
先
に
電
話
し
、
だ

ま
し
取
ら
れ
た
。

○
家
族
が
交
通
事
故
を
起
こ
し

た
と
し
て
示
談
金
を
だ
ま
し
と

ら
れ
た
。

○
（

ガ
キ
等
は
無
視
し
、
相
手

に
は
絶
対
電
話
し
な
い
。

○
携
帯
電
話
等
で
の
請
求
に

は
、
は
っ
き
り
断
り
、
以
後
取

り
合
わ
な
い
。

Ｏ
「
お
れ
っ
て
誰
だ
？
」
と
冷

静
に
考
え
、
振
り
込
む
前
に
警

察
に
相
談
す
る
。

蟹
田
警
察
署
相
談
係

昔
２
２
－
2
2
1
1
（
内
線
２
１
７
）

青
森
県
警
察
本
部
警
察
安
全
相
談
室

昔
0
1
7
－
７
３
５
－
9
1
1
0

又
は
「
短
縮
＃
9
1
1
0

」

※
「
短
縮
＃
9
1
1
0

」
は
、

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利

用
可
能
。
た
だ
し
、
ダ
イ

ヤ
ル

式
回
線
の
電
話
は
利
用

で
き
ま

せ
ん
。

平
成
1
7年
1
0月
１
日
よ
り
、

全
国
の
市
町
村
に
お
い
て
転

人
、
転
出
の
届
出
の
際
、
届
出

本
人
ま
か
は
、
代
理
人
の
本
人

確
認
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
・
対
象
と
す
る
届
出

転
人
届
、
転
出
届

・
対
象
者

届
出
人
、
そ
の
代
理
人
も
し

く
は
使
者

・
本
人
確
認
の
方
法

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど

官
公
署
が
発
行
す
る
顔
写
真

付
の
身
分
証
明
書

※
身
分
証
明
書
の
提
示
が
で
き

な
い
場
合
で
も
届
出
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
本
人
確
認
が
で
き

な
か
っ
た
方
に
対
し
て
は
、
届

出
を
受
理
し
た
旨
を
後
日
通
知

し
ま
す
。

役
場
住
民
生
活
課
　
住
民
班

容
２
２
－
2
1
1
2

お知らせ情報局　6

免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

悪
質
商
法
に
ご
用
心

蟹
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

悪
質
商
法
の
対
処
方
法

特
に
、
そ
の
日
の
う
ち
に
振
り

込
み
請
求
す
る
の
は
、
要
注
意

最
近
、
出
回
っ
て
い
る
架
空

請
求
（

ガ
キ
は
次
の
と
お
り
で

す
。
▼
民
事
訴
訟
最
終
通
達
書

▼
総
合
消
費
料
金
未
納
請
求な
ど

最
近
の
主
な
架
空
請
求
ハ
ガ
キ

身
分
証
明
書
の
提
示
が

必
要
で
す

問
い
合
わ
せ

相
談
窓
口

問
い
合
わ
せ



1
0月

―
日
は
、
浄
化
槽
法
が

施
工

さ
れ

た

の
を

記
念

し

て

「
浄
化
槽
の
日
」
と
提
唱
し
て

い
ま
す
。

川
・
湖
沼

・
海
な
ど
が
汚
染

さ
れ
る
原
因
は
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活

排
水
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
生
活
排
水

の

う
ち
、
し
尿
を
除
く
台
所
・
風

呂

・
洗
濯
な
ど
か
ら
出

る
生
活

排
水
は
、
生
活
排
水
全
体
の
汚

濁
物
質
の
約
7
0％
を
占
め
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
蓬
田
の

海
や
川
、
そ
し
て
全
国
の
自
然

環

境
を

守

る

た
め

に

も
浄

化

槽
の
重
要
性
を
理
解
し
ま
し

よ

1
0月
１
日
は

『
浄
化
槽
の
日
』
で
す
。

１
。
浄
化
槽
の
役
割
っ
て
？

私
た
ち
に
必
要
な
大
切
な
資

源
で
あ
る

。
水
”
は
、
私
た
ち

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
汚
染
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な

原
因
が
私
た
ち
が
今
ま
で
気
に

せ
ず
流
し
て
き
た
生
活
排
水
で

す
。生
活
排
水
を
処
理
す
る
の
が

浄
化
槽
で
す
。
各
家
庭
か
ら
で

た
汚
水
を
処
理
す
る
こ
と
は
。

自
然
の
回
復
へ
と
つ
な
が
り
、

快
適
な
生
活
を
守
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

２
。
浄
化
槽
を
維
持
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

浄
化

槽

を
正

し

く

働
か

せ

る
た
め
に
は
、
保
守
点
検
や
清

掃

・
維
持
管
理
、
法
定
検
査

が

必
要
で
す
。

（
保
守
点
検
及
び
清
掃
に
つ
い
て
》

・
県
知
事

の
登
録
業
者
と
委
託

契
約
し
、
定
期
的
な
保
守
点
検

を
行

い
ま
す
。

・
保
守
点
検
・
清
掃
後
、
「
保

守
点
検
及
び
清
掃
の
記
録
表
」

が
渡
さ
れ
ま
す
の
で
、
記
録
表

は
３
年
間
保
存
し
て
下
さ
い
。

（
法
定
検
査
に
つ
い
て
》

・
初
め
て
の
検
査（
７
条
検
査
）

使
用

開
始
か
ら
６
～
８
ヶ
月

の
間
に
、
浄
化
槽
が
正
し
く
設

置
し
て
い
る
か
の
検
査
で
す
。

・
定
期
検
査
（
1
1条
検
査
）

毎
年

―
回
、
保
守
点
検
及
び

清
掃

が
適
正

に
行
わ
れ
て

い
る

か
、
正
常
に
稼
働
し
て
い
る
か

の
確
認
の
た
め
の
検
査
で
す
。

現
在
、
単
独
浄
化
槽

の
新
規

設
置
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

の
推
進
へ
と

転
換
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
し

尿
だ
け
で
な
く
台
所
か
ら
の
生

活
排
水
も
処
理
で
き
る
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
転
換
し
、
き
れ
い

で
住
み
や
す
い
生
活
環
境
を
作

り
ま
し
よ
つヽ
。

３
。
浄
化
槽
へ
の
相
談
窓
口

問い合わせ

自衛隊青森地方連絡部青森募集案内所

℡　017-783-2995

お知らせ情報局／自衛官募集

法
定
検
査
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、

役
場
　
住
民
生
活
課

健
康
班

音
2
7
1
2
1
1
2

青
森
県
環
境
生
活
部環
境
政
策
課

音
０
１
７
－
7
3
4
1
9
2
4
2

青
森
県
環
境
保
健
セ
ン
タ
ー

青
森
環
境
管
理
事
務
所

ａ
０
１
７
－
７
６
５
－
1
9
0
0

社
団
法
人

青
森
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

ａ
ｏ
↑
⊥
７
－
７
２
６
－
9
5
0
0

７

自　衛　官　募　集

○　種　　自

防衛医科大学校学生、防衛大学校学生（推薦 ■一般）、看護学生、看護官

○　概　　要

防衛医大：医師を養成

防衛大：幹部自衛官を養成

看護学生：看護師を養成

看護官：看護師免許取得者（見込み者）を採用

○　応募資格（男女）※18年４月１日現在の年齢

防衛医大・防大：高卒（見込み含む）２１歳未満

看護学生：高卒（見込み含む）２４歳未満

看護官：免許取得者は36歳未満、免許取得見込み者は33歳未満

○　受付期間

９月９日から９月30日（防大（推薦）は、９月５日から７日）

○　試験期日

防衛医大:11 月５、６日　第２合同庁舎（一次）

防衛大（推薦）：９月24、25日　防衛大学校

防衛大（一般）:11 月24、25日　第２合同庁舎（一次）

看護学生:10 月16口　第２合同庁舎（一次）

看護官:11 月19口　仙台駐屯地



戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

７月31日現在　前月比

総人口　3,490人　（－6 ）

男　　1,652人　（－4 ）

女　　1,838人　（-2 ）

世帯数　1,105世帯（－1 ）

吉田　タイ（中　　沢　75歳）

坂本　静夫（中　　沢　76歳）

山舘　　 繁（瀬 辺 地　76 歳）

八幡イクヱ（高　　根　83歳）

八幡　多市（高　　根　87歳）

○先日の子ども会11ーダー研修会でのワンシーンです。

レクリエーションを指導する講師の方が、子ども達に指示をだ

します。「数の分だけ手をつなぎ、座ってく ださい。『５ !!』」

さて、小学４年生から中学２年生までの参加者はどう動いたと

思いますか？パツと手をつなぎ、残ったのが女子中学生４人と

男子中学生４人。でも互いに「無視」を決めこみ、素知らぬ顔

して立っています。

誰もが通る　思春期の道

そうです。彼らはまさに、思春期まっただ中。この頃急激に増

加した男性ホルモンや女性ホルモンにちょっと困惑ぎみのお年

頃なのです。「自意識」が強＜なり、他人にどう見られている

かがやけに気になったり、ちょっとしたことにムカついたり、

キレたりしちゃうのです。この時期の子ども達にどう接したら

いいのか、まわりの大人も大いに悩むのです。さて、先ほどの

レクリエーション。講師の方は知らんぷりして、「次は了!!」

と進めていきました。さすがですね。押しつけを最も嫌う彼ら

ですから、何か彼らをそうさせているかを理解し「これは今の

時期だけのこと」と受け流す、大人の余裕が必要なんですね。

戸籍の窓口／傘松川柳同好会　8

お

詫
び

と
訂
正

広
報

よ

も
ぎ
た

８

月
号
で

誤

り

が
あ

り
ま
し

た
の

で
お

詫
び

し
て

訂
正
い

た
し

ま
す

。

▼
「
む
ら
の
で

き
ご
と
あ
れ
こ
れ
」

正
　

小

野
寺
　

守

誤
　

小

野
　

寺
守

▼
「
戸
籍

の
窓

口
」

正
　

久

慈

登
世
雄

（
広
　

瀬

）

誤
　

久

慈

登
世
雄

（
瀬

辺
地

）

正
　

久
慈
　

竹
雄

（
広
　

瀬
）

誤
　

久
慈
　

竹
雄

（
瀬

辺
地
）

開設日時　　毎週月・木曜日（祝日を除く）　１０時～１６時

TEL　0174-31-3111

メール　yomo-ks2@net.pref.aomori.jp

傘
松
川
柳
同
好
会

大
漁
旗
揚
げ
る
日
夢
に
漁
に
出

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
　

彦

思
い
っ
き
り
叩

い
て
み
た

い
ス

ト
レ
ス
を
　
　
　
　
　
　

小
　

菊

空
き
缶
を
蹴
っ
て
青
空
駆
け
て

い
く
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬
　
石

乂
の
日

は
追
加
許
し
て
缶

ビ
ー

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　

久

缶
ビ
ー
ル
呑
め
る
楽
し
み
野
良

の
汗
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
　
子

ウ

イ
ン

ク
で

も

う

一
本

と

缶

ビ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　

久
　
子

約
束
さ
大
雪
ヤ
マ
セ
花
根
性啓
　
子

男
花
み
ご
と
に
咲

い
た
二
〇
〇

勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
恵
子

瓶
よ
り
も
缶
が
う
ま
い
と
の
ん

べ
い
が
　
　
　
　
　
　
　

森
　

勝

花
吹
雪
宴
会
闌
茣
蓙
の
上
国
　
代

広報よもぎた

平 成17 年 ９ 月 発 行　 通 巻353 号

編 集 発 行　 蓬 田 村 総 務 課 企 画 班

〒030-1211

青 森 県 東 津 軽 郡 蓬 田 村 蓬 田 汐 越1 －3

TEL　0174-27-2111

FAX  0174-27-3255

http://ｗｗｗ.net.pref.aｏｍｏri.Jp/yomogita/

印 刷 ： 青 森 コ ロ ニ ー 印 刷

おくやみ申し上げます

７月受付分

お誕生おめでとうございます

子育てサポートセンターだより

野口きらな

乳井　七海

渡辺希乃風

元麻　衣

厳　公
美加子

鉄　也
さやか

長女

長女

長女
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